
国立大学法人福岡教育大学

教育総合研究所

平成２９年度文部科学省受託研究：学力調査を活用した専門的な課題分析に関する調査研究

全国学力・学習状況調査の結果を活用した，九州各県・
地域の学力課題の詳細な分析に基づく教育施策の評価
と検証改善サイクルの充実に関する調査研究

参考資料３



【内容】
Ⅰ.九州各県の学力向上の取組の検証

Ⅱ.九州全域における学力の実態
－都市規模に着目した分析－

Ⅲ.地域の実情及び学校課題に応じた
検証改善サイクルの構築に向けた検討
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【調査研究】

九州各県教育委員会における学力向上施策及び
成果指標に関する実態調査を実施

→その上で、九州各県の学力向上に係る教育施

策や成果指標を検討し、各地域や学校における検
証改善サイクルを促進するものとなっているかどう
かを検証
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調査研究結果

全体的な課題に根ざした取組を推進している一方で、地域の実情や課題に根ざ
した取組を促進するまでには至っていない。



佐賀県総合計画2015 第3章施策分野毎の基本方向より
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調査研究結果

成果指標としての目標値は設定しているが、ここから、各地域や各学校におけ
る取組指標を設定することは難しい。



【調査研究】

九州全域における児童生徒の学力の実態を用い
（平成２９年度調査結果より）都市規模別でみる。

→これを利用し、学力向上に関する重点的な施策

を展開する上で、地域を特定することができるかど
うか検討を行う。
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小学校 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ
九州（全域） 100.9 98.1 100.8 98.0 
九州（大都市） 101.8 100.0 100.8 98.0 
九州（中核市） 101.8 100.0 101.7 100.0 

九州（その他の市） 100.9 98.1 100.8 96.1 
九州（町村） 100.0 98.1 100.8 96.1 

中学校 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ
九州（全域） 98.8 98.5 96.6 95.8 
九州（大都市） 100.4 100.0 98.3 98.6 
九州（中核市） 99.6 100.0 98.7 98.6 

九州（その他の市） 97.2 95.4 94.4 93.1 
九州（町村） 96.8 95.4 94.8 94.4 
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調査研究結果

九州全域において、検証改善サイクルの充実から学力向上を図るための重点
地域は、小学校、中学校とも「その他の市」及び「町村」であるといえる。
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【調査研究】

自校の学力課題を的確に把握し、授業改善を促
進するためのPDCAサイクルの在り方を検討

→自校の学力課題を概括的に把握するだけでは

なく、コンテンツレベルまで焦点化するための支援
ツールの開発を行う



○自校採点分析ツールの開発
○学力×学習状況関連分析ツールの開発 9
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平成２９年度全国学力・学習状況調査

学力×質問紙調査
○○県△△町立■■小学校

質問番号

14

４時間以上
３時間以
上，４時間
より少ない

２時間以
上，３時間
より少ない

１時間以
上，２時間
より少な

い

３０分以
上，１時間
より少な

い

３０分より
少ない

携帯電話
やスマー
トフォンを
持ってい
ない

その他 無回答

国語A 73.3 80.0 86.7 78.3 75.9 84.0 81.4 0.0 0.0 0.0 33.3
国語B 55.6 44.4 63.9 52.8 46.2 62.2 65.1 0.0 0.0 0.0 0.0
算数A 66.7 66.7 60.0 90.0 74.4 81.3 76.9 0.0 0.0 0.0 40.0
算数B 34.1 31.8 27.3 43.2 35.7 51.4 45.5 0.0 0.0 0.0 18.2

質問内容

普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インターネットをします
か（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間は除く）

教科等

選択肢
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